
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 学校訪問 
   計画訪問、申請訪問 

◆ 研修会の開催 
運営説明会 

学校図書館活用研修 

ブロック別研修会 

学校司書フォローアップ研修会 

学校図書館担当者研修 

◆「学び方指導体系表」 

＊指導体系表をもとに学年・教科ごとに

各単元で関わる情報リテラシーを表し

た「単元関連表」 

◆ 読書活動、学習活動 

◆ 探究的な学習の実践支援 

主体的・対話的で深い学びの実現を図り、 

学びに向かう力や豊かな感性・知性を育てます 

 

松江市の学校図書館活用教育  

松江市学校図書館支援センター 

 

 

 

 

未来を生きぬく子どもたちに求められる資質・能力を育てるには、学校図書館の「読書センター」、

「学習センター」、「情報センター」という３つの機能の活用を図り、主体的・対話的で深い学びを実現

する学習指導を充実させていくことが重要です。 

学校図書館支援センターは「つなぐ」をキーワードに、豊かな心を育てる読書活動や学ぶ意欲を育

てる探究的な学習の実践をめざす学校図書館活用教育の推進に取り組んでいきます。 

学びを

つなぐ 

◆ 物流システムによる 

図書館蔵書相互活用   

◆ イントラネットでの情報共有 
＊市校務グループウエアによる 

学校図書館活用教育に関する 

情報の共有 
 

◆ 支援センターだよりRAINBOW 
＊学校図書館活用教育に関する

お知らせや情報共有 

情報を

つなぐ 

人を 

つなぐ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「学び方指導体系表」では、子どもたちに義務教育９年間で身に付けてほしい学習の基礎的なスキルや生涯に

わたる学び方のスキルとして、各教科等における学習内容と育てたい情報リテラシーの関係を表しています。 

・「学び方指導体系表」及び「単元関連表」は、学習指導要領および採択教科書を基に改訂を行っています。 

・「学び方指導体系表」の表中に○で示した指導事項は、国語科の教科書を中心に各教科で示されている初出の

学年に指導事項等を記載しています。 

・「図書館教育全体計画」→「学校図書館運営計画」→「各学年、各教科の年間計画」を各校で作成される際に

活用され、各学年･各教科等で情報リテラシーに関する指導の際に役立ててください。 

　　　　　   　

小学１年生
（１年生）

小学２年生
（２年生）

小学３年生
（３年生）

小学４年生
（４年生）

小学５年生
（５年生）

小学６年生
（６年生）

中学１年生
（７年生）

中学２年生
（８年生）

中学３年生
（９年生）

○本の借り方・返し方を知る ○本の分け方や並べ方を知る ○本の仲間分け（十区分）と ○日本十進法（NDC・３桁）を ○日本十進分類法(NDC)の仕組 ○地域の図書館や社会教育施設

○マナーや学校司書の存在を知る ○学校司書に相談する 　並べ方を知る 　知る 　みを知る 　歴史資料館等を活用する

  *場所、設備、展示   *分類表示、案内図   *展示   *請求記号（分類記号と図書   *請求記号（巻冊記号） ○類を覚える

○本は仲間分けがしてあること   *読書記録 　 記号） ○本の他にもさまざまな資料が   *コンピュータ検索

　を知る 　あることを知る

  *思考ツールの利用 ○調査テーマを決める ○追究するテーマを決める

○課題を設定する

○調べる本があることを知る ○知りたいことを本で調べる ○調べる方法を決める 〇多様な方法で資料を集める ○情報の特性を知る ○話題を集め、材料を選ぶ ○多様な方法を用いてさまざまな

○複数の本から情報を得る ○多角的にとらえる ○複数の情報を活用する 　情報を収集する

　 ○目的・状況に応じてメディアを選ぶ

○人に聞く ○聞きたいことを落とさずに聞く ○メモを取りながら聞く ○聞きたいことを整理する ○意図を明確にして聞く ○聞き取り調査をする ○質問で話を引き出す ○質問で思いや考えを引き出す

○よく見る（観点） ○観察する ○インタビューする ○アンケートをとる   *フィールドワーク、取材

　　　　　　（質問・予想）

○見学する

○本で調べる ○図鑑を使う ○国語辞典、慣用句辞典、 ○漢字辞典を使う ○年鑑、統計資料集を使う ○分野別事典を使う ○辞書を引く ○辞書を読む

○目次（索引）を見る 　百科事典を使う ○数字の単位、注に気をつける

○目次、索引、索引巻を活用

　する

○絵や写真を読み取る ○広告を読む ○写真やキャプションを文章と ○年表を読み取る ○図表を読み取る ○文章と図表を結び付けて読む

　 ○グラフを読み取る ○地図帳を使う   関係付ける ○複数の写真から読み取る   *地図帳、地球儀、等角図

  *年表   *地勢図、土地利用図、等高線 ○リーフレット、パンフレット 　 投影図、雨温図、主題図

○図表、地図（索引）を 　 産業マップ、ハザードマップ 　から読み取る 　 地形図、人口ピラミッド

　読み取る ○地球儀を使う 　 系図、しくみ図、絵巻物

○インターネットで調べる  *検索ワードの入力 ○小学生新聞を読む ○見出し、リードを読む ○投稿を読み比べ、説得の ○メディアの特徴を理解する ○情報の信頼性を確かめる

○写真や動画を撮る   *サイト内検索 ○記事を読み比べ、書き手の 　工夫を読み取る ○電子メールを書く ○複数の記事を比べる

　意図を読み取る

○メディアリテラシーを知る

○自分の考えと人の考えを区別 ○本の題名、書いた人の名前、 ○出典を書く ○引用を知る ○出典に気を付ける ○著作権を知る ○情報モラル・情報セキュリ ○情報の信頼性を確かめる

　する 　ページを書く   *題名、書名、作者、出版社   *発行年、情報の出所、著者・ 　ティについて知る

 　編者、発行者

○ワークシートに書く ○メモ（付箋紙等）に短く書く ○メモを取る ○引用する ○要旨をとらえる ○複数の情報を比べる ○段落の役割に着目する

○メモやカード、ノートに書く   *観察メモ   *インタビューメモ、情報カード ○観点に沿って読む

  *発見メモ ○見出しを見る ○要約する

○理由や事例を読み取る

○伝える順序を考える ○共通点と違いを整理する ○書き手の工夫を比べて読み ○まとまりをとらえる ○事実（理由や事例）と考え・ ○論の進め方をとらえる ○情報を整理、分析する ○関係を図で表す ○編集する

○比べて考える ○理由を考える 　取る   *見出し 　感想を区別する   *原因と結果   *思考ツール ○論理の展開を吟味する ○論理の展開を考える

  *思考ツールの利用 ○順序をとらえる ○自分の考えとその理由を ○調べたことを関係付ける ○文章の構成をとらえる ○調べたことを項目ごとにカードや ○項目を立てて整理する ○構成メモを作る ○グラフを分析する

　整理する ○理由や事例を挙げる   *「序論」「本論」「結論」 　表に整理する ○文章の構成や展開の効果を考える ○文章を比較する   *思考ツールの活用

○情報カードを活用する ○複数の情報を分類・整理する ○グループに分ける ○体験や出来事を整理し、伝え

○情報を関係付けて活用する ○課題の要因を考察する 　たいことを明確にする

○カードを作る ○組み立てて話す・書く ○調べたことを書く ○新聞を作る ○情報や資料を使って説明 ○表現の効果を考えて報告する ○情報を引用してまとめる ○職業ガイドを作る ○小論文を書く

  *乗り物カード   *「はじめ」「なか」「おわり」   *レポート、ポスター   *割り付け、見出し、写真、   する文を書く   *ポスター ○推敲する ○構成や展開を工夫して書く ○課題に対して自分の考えをまとめる

  *紹介カード   *紹介文 ○あらすじをまとめる 　 図、絵   *報告文   *キャッチコピー、見出し ○書評を書く ○構成や割り付けを工夫する ○投稿文を書く

○カードに書く   *あらすじカード ○相手や目的に合わせて書く ○反対意見を考えて書く  　読書アルバム ○フリップにまとめる ○課題に対して自分の考えをまとめる ○メッセージを書く

  *観察カード、読書カード   *リーフレット、手紙  *手紙、ことわざ・故事成語ブック   *意見文 ○目的や意図に応じて説得力の ○課題に対して自分の考えをまとめる

○書いた文章を読み返す  *ポスター、ポップ、本の帯 ○自分で考えたことを書く 　ある文を書く ○まとめの仕方を知る

  *感想文    *投稿   *レポート、ポスター

○資料を使って説明する ○プレゼンテーションの構成と 　　プレゼンテーションソフト

  *パンフレット 　必要な資料を考える

○いろいろな発表の仕方を知る ○順序よくことばをつないで ○司会の進行に沿って話し合う ○確かめながら聞く ○意図を明確にしながら計画的 ○話し手の考えと自分の考えを ○内容や説明の仕方について伝え合う ○印象に残る提案をする ○自分の考えと比較する

  *実物、ペープサート、 　話し合う ○中心が伝わるように話す ○役割を考えながら話し合う 　に話し合う 　比べる ○グループ・ディスカッションを 　　*プレゼンテーション ○作品を批評する

　 フリップ、劇   *紹介、質問 ○話の組み立てや話し方を工夫 ○本の魅力や良さを伝える   *付箋メモ ○立場を明確にして話し合う ○フリップを使って発表する ○本の紹介合戦をする 　　*対談、批評文、議論、会議

○伝え合う 　する ○分かりやすく報告する ○資料と関係付けて話す 　*プレゼンテーション ○調査結果の発表、意見交換をする ○異なる立場から考える 　　　ブレーンストーミング

  *感想、紹介、クイズ   *スピーチ ○グループで本を紹介する 　 パネルディスカッション、助言 ○効果的な発表をする ○自分の主張を述べる

○説得力のある主張をする

　

M

学習してきたことを目的や意図に応じて効果的にまとめ、伝え合う 学習の成果をまとめ、効果的に伝達する

L 発表、交流

ふり返り ○学習の過程と結果を活動に応じて評価する・さらなる活動を見つける

調べて分かったことを整理したり関係付けたりして活用する 集めた情報を分類・整理・分析する

J
情報の
整理・分析

注：まなび方コーナー 「見る・聞く・ふれる」「読み取る」「表す・つたえる」

ま
と
め
る
・
伝
え
合
う

K ま　と　め

見つけたこと、調べたことを紹介する方法を知り、分かるように伝え合う 学習したことを相手や目的に応じた方法でまとめ、伝え合う

○興味のある図、絵や地図、写真を探す

G
新聞や

電子メディア
等の利用

  *デジタルカメラ、タブレット端末

読
み
取
る
・
考
え
る

H
情報の利用上の

留意点

I
情報の
取り出し

順序に気を付けたり比べたりして、記録した情報を整理する 調べたことを整理したり関係付けたりする

調査
（人・観察
・実験）

E
図鑑,辞典,事典,統
計資料,参考図書

の利用

F
図表,絵,
写真の利用

○課題の解決に向けて、調べるテーマを決め計画を立てる 目的や相手に応じた学習課題を解決するための学習計画を立てる

つ
　
　
　
か
　
　
　
む

C 情報の収集

いろいろな情報があることを知り、必要な図書等で知りたいことを調べる 目的に応じて、いろいろな方法で必要な情報を集める いろいろな方法で課題の解決に必要な情報を集める 情報の集め方を考え、複数の情報源を活用して、必要な情報を集める

  *観察、人、本、資料、インターネット

見
つ
け
る

B 課題の設定

○身近なことから話したいこと・知りたいことを見つける ○興味・関心に応じて調べたいことを決め、学習の見通しをもつ

D

知
る

A 図書館の利用

学校図書館の利用方法を知る、積極的に活用する 学校図書館を効果的に活用する

「学び方指導体系表」　～子どもたちの情報リテラシーを育てる～

更新日：2021.3.29

育てたい子ども像
主体的・対話的で深い学びの実現を図り、学びに向かう力や豊かな感性・知性を育てる

読書に親しみ、いろいろな本があることを知るとともに、学ぶことに興味
や関心をもち、自分の思いや考えを伝え合う児童

幅広く読書に親しみ、読書が必要な知識や情報を得ることに役立つ
ことに気付き、学んだことを関係付けながら学び合う児童

日常的に読書に親しみ、読書が、自分の考えを広げることに役立つ
ことに気付き、課題解決に向けて考えを深め合う児童

読書を通して自己を向上させるとともに、集めた情報を活用し、主体的・対話的で深い学びを
する生徒

いっしょに読書 楽しむ読書 調べる読書 考える読書

学習に役立つ

資料を備え 

学習活動を 

支援する 

情報ニーズに対応し、

情報の収集・選択・ 

活用能力を育てる 

授 業 で 使 う 学 校 図 書 館 

学び方指導体系表 

学校図書館の３つの機能 

読書活動、

読書指導の

拠点として

読む力を育

てる 

読 書 

センター 
学 習 

センター 
情 報 

センター 

 

「学び方指導体系表」で示した各単元に係る情報リテラシーについて 

義務教育 9年間を見通していつ、どんな力をつけるのか 

知
る
▼
見
つ
け
る
▼
つ
か
む
▼
読
み
取
る
・考
え
る
▼
ま
と
め
る
・伝
え
合
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（小学５年生）　単元関連表　（一部抜粋）　　　　　　　　　　

指導事項等 単　元　名 指導事項等 単　元　名 指導事項等 単　元　名

図書館へ行こう　P.28

五年生の本だな　上 P.92 下 P.197

●調べるテーマを決める  ＠自由研究の計画書 わたしの自由研究　P.62

見つける　P.174

和の文化について調べよう　　和の文化を
受けつぐ-和菓子をさぐる　P.142

●もっと知りたいと思ったと
ころへ行く

わたしの自由研究　P.62

●複数の情報情報を活用する 台風の接近　P.52

雲と天気の変化　P.78

環境問題について報告しよう　P.51 人のたんじょう　P.160

〇意図を明確にして聞く 人のたんじょう　P.160

〇年鑑、統計資料集を使う 図書館へ行こう　P.28 〇年鑑、統計資料集を使う 台風の接近　P.52

 *数字の単位、注 流れる水のはたらき　P.94

川と災害　P.114

○地球儀を使う 世界の中の国土　上 P.8 台風の接近　P.52

 ＠地図帳、白地図 国土の地形の特色　上 P.16 流れる水のはたらき　P.94

 ＠土地利用図 米づくりのさかんな地域 上 P.76 川と災害　P.114

●グラフを読み取る 国土の気候の特色　上 P.42

●帯グラフを読み取る くらしを支える工業生産 下 P.4

●図表やグラフなどを用いる ●航空写真を読み取る 寒い土地のくらし　上 P.56

●表にまとめる

 ＠農作業ごよみ

 ＠ハザードマップ 自然災害を防ぐ 下 P.100

●電子メールで質問する 水産業のさかんな地域　上 P.96 記録する-カメラを活用する-　P.177

 ＠新聞記事 これからの食料生産とわたしたち　上 P.114 調べる-インターネットを活用する-　P.179

●メディアの特徴をとらえる 情報化した社会と産業の発展　下 P.56 台風の接近　P.52

●ホームページを検索する 情報を生かすわたしたち　下 P.90 雲と天気の変化　P.78

●情報活用のルールやマナーを知る 流れる水のはたらき　P.94

●メディアリテラシーを身に付ける 人のたんじょう　P.160

環境問題について報告しよう　P.50

さまざまな資料を活用しよう　P.156

○要旨をとらえる
筆者の伝えたいことをまとめよう　動物たち
が教えてくれる海の中のくらし　P.32

●キーワードを使ってまとめる 国土の気候の特色　上 P.42

○観点に沿って読む
和の文化について調べよう　　和の文化を受
けつぐ-和菓子をさぐる　P.142

環境問題について報告しよう　P.50

○事実（理由や事例）と考え・感
想を区別する

事実と考えを区別しよう　P.12
●比べる、分類する、総合す
る、関連付ける

低い土地のくらし　上 P.22

○文章の構成をとらえる ●表にまとめてキャッチコピーをつくる あたたかい土地のくらし-沖縄県-　上 P.48

 *「序論」「本論」「結論」 ●二つのグラフを関連付ける これからの食料生産とわたしたち　上 P.114

○情報カードを活用する 環境問題について報告しよう　P.50  ＠帯グラフ 工業生産を支える輸送と貿易　下 P.36

情報産業とわたしたちのくらし　下 P.58

情報を生かす産業　下 P.74

環境問題について報告しよう　P.50 低い土地のくらし　上 P.22

反対の立場を考えて意見文を書こう　P.186 あたたかい土地のくらし-沖縄県-　上 P.48

○反対意見を考えて書く 本は友達　P.97  ＠キャッチコピー、新聞づくり、かるた 寒い土地のくらし　上 P.56

　*意見文 伝記を読んで感想文を書こう　P.238 自動車をつくる工業　下 P.10

○自分で考えたことを書く ●プレゼンテーションソフトを使ってまとめる 水産業のさかんな地域　上 P.96

 *感想文 ●表にまとめる わたしたちの生活と森林　下 P.112

○資料を使って説明する 米づくりのさかんな地域　上 P.76

 *パンフレット 環境を守るわたしたち　下 P.124

伝える・聞く　P.175

○資料と関係付けて話す 資料を見て考えたことを話そう　P.226

○グループで本を紹介する 友だちと一緒に本を紹介しよう　P.194

 ＠ブックトーク

●考えが明確に伝わるように話す 資料を見て考えたことを話そう　P.226

M

こんな本もいっしょに   P.25 P.43 P.73
P.101 P.103 P.135 P.185 P.225 P.255

和の文化について調べよう　　和の文化を
受けつぐ-和菓子をさぐる　P.142

筆者の伝えたいことをまとめよう　動物た
ちが教えてくれる海の中のくらしP.32

○リーフレット、パンフレットか
ら読み取る

和の文化について調べよう
和の文化を受けつぐ-和菓子をさぐる
P.142

環境問題について報告しよう　P.50
さまざまな資料を活用しよう　P.156
資料を見て考えたことを話そう　P.227

〇本の他にもさまざまな資料があ
ることを知る

〇日本十進分類法(NDC)の仕組みを
知る　 *請求記号（巻冊記号）

○見出し、リードを読む さまざまな資料を活用しよう　P.156

書き手の意図を考えよう
新聞記事を読み比べよう　P.78

○記事を読み比べ、書き手の意図
を読み取る

環境問題について報告しよう　P.50

知りたいことを聞き出そう　P.46

さまざまな資料を活用しよう　P.156

〇写真やキャプションを文章と関
係付ける

書き手の意図を考えよう
新聞記事を読み比べよう　P.78

●さらに深めるために調べ方
を学ぶ

調べる-図書館を活用する-
P.178

●後で見返した時に分かりや
すく記録する

記録する-ノートに記録するのは
-　P.176

●予想する時には、理由も添
える

●話している人がどのような
ことを伝えようとしている
か、考えながら聞く

●多様な方法で資料を集める

F

○学習の過程と結果を活動に応じて評価する・さらなる活動を見つける

 *発行年、情報の出所、著者・編
者、発行者

●フローチャート、関係図にま
とめる

和の文化について調べよう　和の文化を受
けつぐ-和菓子をさぐる　P.142

図表、絵、
写真の利用

G
新聞や

電子メディア
等の利用

くらしを支える食料生産　上
P.68

米づくりのさかんな地域-山形県
庄内平野-上 P.76

テクノロジーの進歩について考えよう「弱い
ロボット」だからできること　P.214

〇必要に応じ多様な方法で資料を
集める

○情報や資料を使って説明する
*報告文

ま
と
め
る
・
伝
え
合
う

K ま　と　め

L 発表、交流

ふり返り（毎時間、
単元後）

●学習をふり返り、ノートにま
とめる

和の文化について調べよう　　和の文化を
受けつぐ-和菓子をさぐる　P.142

○意図を明確にしながら計画的に
話し合う   *付箋メモ

問題を解決するために話し合おう　P.104

読
み
取
る
・
考
え
る

H
情報の利用上の留

意点

I
情報の
取り出し

J
情報の
整理・分析

知
る

A 図書館の利用

見
つ

け
る B 課題の設定

つ
　
　
　
か
　
　
　
む

C 情報の収集

D
調査（人・観察・実

験）

E
図鑑.辞典.事典.統
計資料.参考図書等

の利用

※凡例「○」は指導事項「*」は例示（「●」「＠」は体系表に記載しない）

国語科 社会科 理科

小 中 一 貫 教 育

よこの一貫（環）

学
び
方
の
指
導
体
系

園・地域・家庭と 公共図書館と

た
て
の
一
貫

授 業 で 使 う 学 校 図 書 館 

学年ごとに「単元関連表」で示している 単元関連表 各校の年間計画作成に活用 

主体的な学びを育む 
課題設定           情報収集          整理・分析        まとめ            伝え合い 
なぜだろう       みつけたぞ       どれにしよう･･･      そうか！        これはね･･･ 

▶     ▶          ▶              ▶ 

探
究
的
な
学
習
の
プ
ロ
セ
ス 

「学び方指導体系表」や「単元関

連表」は校務 GW（イントラネット）

で情報提供しています。 

アクセスは、この 

リーフレットの最終 

ページを参照。 

司書教諭 

【学校図書

館担当者】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

            
 

 

 

 

 

 

 

                          令和４年３月改定 

松江市学校図書館支援センター 松江市教育委員会学校教育課  
 

 
 

〒690－8540 島根県松江市末次町 86 番地 TEL：0852－55－5073  FAX：0852－55－5251 

学校図書館活用教育（授業研究） 

 

支援センタースタッフによる資料依頼対応 
        
         松江市立小・中・ 
               義務教育学校 

 

 
 

 

 
 

 

 

 

 
◎学校司書が子どもたちと関わり、教職員と

協働して学校図書館活用教育に携わる時

間を確保する。 
 

 

 

◎市内各館の資料や資源を共有して、資料

支援に対する情報の共有化を図る。 

物流ネットワークシステム 

運搬は 

業者委

託 

校務 GWへのアクセスは 

全体共有→照会回答等→ 04 学校教育課 

 → 学校図書館支援センター 

 

 

学校図書館担当者研修 

業務報告書添付資料（情報共有） 

ブロック別研修会 （情報交換）  

 支援センターや各校の

取組の共有を図ります。

校務 GW全体共有フォル

ダの更新情報も掲載。 

松江市 HP にも掲載。 

学校図書館活用研修 

 


